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回答

A委員
このテーマは、国庫補助事業ですね。超臨界は高温高圧な
ので、利用法が難しいのではないですか。コストはどうです
か。

経済産業省の国庫補助事業です。水系の超臨界は温度が
高い関係で利用は難しい面もあります。二酸化炭素の超臨
界は室温に近いので熱量が少なくて済み、利用しやすいも
のです。ただし、両方ともですが、ある程度の大きさになると
初期コストが高くなります。

C委員

コストはしょうがないと思います。研究としては良いのではな
いでしょうか。スクリーニングの結果、いいものが出たら、伸
ばしていった方がよいと思います。データから抗酸化性は高
温高圧のほうがよく、抗アレルギー活性は１００度でもいいこ
とが読みとれましたが、超臨界で効率が良くなるものであれ
ば製品化に進むのではないでしょうか 。成分は見当がつい
ているのですか。

ヤーコンは糖タンパクであるといわれています。

B委員
ヤーコンは県内のものですか。ものになるか判らないけれ
ども、使われない農産物の葉なども試した方がよいと思いま
す。

ヤーコンは陸前高田地区で栽培されています。来年度の事
業でもいろいろと試していくつもりです。

C委員
農研センターで行われている抗酸化などのデータも参考に
されれば良いでしょう。

わかりました。

A委員
今回は、国庫補助の都合もあって調味料を作ったようです
が、実際にはコスト的に合わないでしょう。１ｇ何万円の薬品
を狙わないといけないと思います。

今回の事業で、超臨界抽出の装置と技術を導入できまし
た。今後、薬品も考えていきます。

B委員
青森でも山菜などを行っています。こういうものは早い者勝
ちです。

そう思います。

C委員
超臨界温度２００度ではサンプルは焦げるのですか。水蒸
気で焼くということとは違うのですか。

２００度になると、ものによっては焦げます。超臨界は、いわ
ゆる過熱水蒸気とは異なります。
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